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アントレプレナーシップ教育推進モデル校

十日町市立吉田小学校



吉田小学校の概要①
○創立１５０周年を迎える

○全校児童２６名・完全複式学級の極小規模校

○学区にFIS公認クロスカントリースキーコースあり
クロスカントリースキーが盛んな地域

○中学校区に学校運営協議会あり・地域学校協働本部なし



吉田小学校の概要②
○比較的学力は高い(NRT教科総合全学年平均偏差値54.2)

○不登校・いじめ重大事態等なし

○保護者や地域住民からの苦情なし

○ 4月～11月の超過勤務時間職員平均40.12時間(R5:39.51)



＜長所＞

◎課題に真剣に向かって誠実に努力
する。

◎アドバイス・教え合いは、相手に
思いやりをもって伝えている。

◎学力の数値は全国・県に比べよい。

＜短所＞

▲ワークテストの結果を見ると、「思考力・判
断力・表現力」に弱さが見られる。

▲与えられた課題は真面目に取り組むが、自分
から課題を見つけ、解決することが難しい。

▲初めての課題に対して、既習を活用する力が
弱い。

児童の実態から・・・・

教科の授業改善も大切だが、キャリア教育に
全校で取り組むべきではないか・・・



～吉田小の特色ある教育活動～
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○地域住民や保護者の協力を得て学ぶ体験活動
（米づくり＆野菜づくり、サツマイモ(焼き芋)、収穫祭、クラブ活動
親子スキー、地区民スキー大会、特設スキー部・外部指導者との連携）

○少人数の強みを生かした教育活動
（個に応じたきめ細かな学習、機動性を発揮した体験活動、等）

○社会性を育むためのあすなろ班活動、鐙島小との交流
（あすなろ太鼓、駅伝、合同遠足等、6年生修学旅行＆５年生ミニ留学）

○吉田中学校区による小中連携･小中一貫教育
（あいさつ運動、メディア講演会、陸上･スキー交流、吉田祭、等）

○公民館との連携
（子どもお芋屋さん、通学合宿、ちんころづくり、俳句教室、等）



自ら考えをもち、課題を解決していく子どもを育てる授業

～思考力・判断力・表現力を育てるアントレプレナーシップ教育の推進を通して～

研究主題・・・・

①アントレプレナーシップ教育とは何か共通理解する。
②自学年の教育活動の目指すべき方向性を考える。
③今後の活動の視点やねらいをより明確化する。

第１回目の校内研修で…

特に③今後の活動の視点やねらいを明確化することが大切

○子ども自らが課題（やってみたい）を見つける
○子どもが実社会（地域）とつながる
○子どもが失敗体験から学ぶ
○子どもが社会に新たな価値を提案する



活動の視点やねらいを明確化すること・・・
○子ども自らが課題（やってみたい）を見つける
・やってみたい! 知りたい！なったらいいなぁ！を書き出してみる
・話し合いの中で「いいね！」～「わくわく！」へ

○子どもが実社会（地域）とつながる
・講師、地域住民、企業から学ぶ、共に活動する、提案する、等
・多面的な視点を持てるように様々な立場を学ぶ

○子どもが失敗体験から学ぶ
・失敗が大切であることを経験から学ぶとこ
・失敗＝課題→思考＝楽しい作業→実践＝経験→充実＝自己肯定感

○子どもが社会に新たな価値を提案する
・様々な大人の笑顔を見せること＆大人から褒められること
・自らが価値をみとめ「やってよかった」と思えること
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月 日 曜

4 10 水

○研修計画提案・各学年の指導計画の検
討・課題の洗い出し

□横断幕設置準備作業

5 13 月
○授業の進捗状況・今後の見通し確認
□運動会記念写真撮影準備

6

10 月
○授業の進捗状況・今後の見通し確認
□記念講演会運営確認・準備作業

24 月 □記念誌編集作業：学年のページ作成
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1 月
○授業の進捗状況・今後の見通し確認（画
像による活動報告①）

29 月
□記念誌編集作業：１０年間のあゆみ作成
（分担作業）

月 日 曜

8 21 水 郡市教振一斉研修日

11 25 月
○大収穫祭の振り返りと反省
○学習のまとめ方につての検討
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2 月
○授業の進捗状況・今後の見通し確認
（画像による活動報告②）

25 水
□記念誌編集作業：学年の体験活動ペー
ジの作成（教育リーフレット）

3 3 月
○学習のまとめ発表（プレゼン）
◇次年度の方向検討

校内研修カレンダー （○：アンレプ □：周年事業）



○２～３ヶ月ごとに学習活動計画の振り返り・修正・次の計画立案

○学期に１回画像による進捗状況の発表会を実施（公開授業は無し）

○迷ったり先が見えないと感じたりしたら、気軽に相談

○保護者や地域住民の力を利用して活動を展開することを基本
に考える

＜校内研修を進めるうえでの共通理解事項＞



　　１・２年　生活科指導計画書・指導記録

時 月日 教科 指導内容 準備・連絡調整 備考 実施後の振り返り 今後の課題
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6月4日(火) 生活１ｈ 気付いた問題について考えよう。

・虫対策：葉を食べる虫をどうする？

これまでの記録

観察日記
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6月5日(水) 生活２ｈ 夏野菜の世話をしよう！

・野菜の問題点を探る。

・世話の仕方について話し合おう。

野菜の本、情報館

（借用相談）

大豆の苗代支払い準備
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６月11日

(火)

生活１ｈ

国語１ｈ

世話に仕方や分からないことについて調

べよう。

・獣、鳥から守るにはどうする？

など

図書室の本

野菜の本…情報館（借用）

古きりふき…家庭に寄付呼

び掛け（学級だより等）

前回の課題解決に向け

た話合い。

交渉：馬場さん（こう

たさん父）

獣除け、鳥よけの具体的な

設置方法を図示、できるだ

け学校にある道具を使うと

決定。スズランテープ等

１２日鳥よけから設置開始。鳥か

ら豆や葉、モロコシを守る。（イ

ボダケ、すすらん、シュロ縄）
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６月12日

(水)

生活１ｈ

国語１ｈ

鳥よけのあみを畑につけよう。 体育館玄関にホースの設置 馬場さん

１２日夕方、設置可能

なネットを持参予定

対話を通して現れる子供の思

いを、形にしていくことで、

課題解決と自己肯定感、承

認欲求を高めていけそう。

雨不足で野菜が弱り気味。

ネットは実がなってからでよい。

豆類にネットは不要とのこと。
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6月18日

(火)

生活１ｈ 農家さんに相談することは何？

・雨が多くなったら、どうする？

・質問することを話し合おう。

・質問することを決めよう。

対策グッズの検討・準

備（若林）

　自分が特に着目したい野

菜が絞られている感じ。全

体的に自分たちで問題点を

見付け、数人が解決策を予

想することができる。

その予想が適切なのかどうか確か

めようとする行動力が弱い。家族

に聞く・本で調べる、そして、そ

の結果を共有し、協働的に実行す

るなど、一連の道筋を丁寧に示す

必要がある。

虫、鳥、獣対策について話

し合い、子どもたちの経験

を基に引き出した。アイディ

アを提供する子があった。

獣除けに畑の周りをネットで囲

う、鳥よけをつくる。その方法

は？？

保護者に借用できるかどうか確認

する。※４年馬場こうたパパ

１９がち９月１０日鳥よけあみ



○販売価格は調査検討し、できるだけ高く設定する。安易な安売りはしない

○失敗や反省が次の活動や学びの質を高める。活動後の反省会や検討会を大切に

○事業所や講師には学習の意図や構想を説明し、やりたいことを臆せず伝える

○子どものアイディアを試す場や実践する場を設定する

○販売利益を次の活動や子どもの生活に活かす話し合いを十分に行う
安易な寄付はしない

○イベントは子どもと社会がつながる機会、最大限に活用する

○常に「一粒で二度おいしい」を考える（掲示物、作品、発表、等）

○「ダメもと＆当たって砕けろ」の精神で真心を込めて交渉にチャレンジする

○チャンスは必ず来る。それを逃さない。チャンスを呼び込む意気込みを持つ

○無理だと思ったらひとまず棚に上げる。ただし、見て見ぬふりはしない

＜活動を進めるうえで先生方にアドバイスしてきたこと＞



大収穫祭 11月9日





大収穫祭：保護者の感想①



大収穫祭：保護者の感想②



意欲

課題解決
担任に聞かずに物事を進められるようになった
進んで実行する力が高まった

主体性
自分の役割を自分で探して活動できるようになった
（ふらふらしてる子がいなくなった）

対応力 臨機応変に対応する力が高まった

興味関心
学習に前向きになった。
「やってみたい」が沢山出てくるようになった

課題設定
活動後に「次はこうしたい」「来年はこうやりたい」と思いや願いを
明確に言えるようになった

態度
総合学習においてはマイナス発言が無くなった
「無理」「めんどくさい」～「できるかも」「やってみる」

挑戦 失敗を恐れずに挑戦できるようになった

向上心 より良くしようとさらに上を目指して考え準備できるようになった

自信

発表することに対する抵抗感が減った

自信が高まった（人前で堂々と自己表現できる）

相手意識が高まった（楽しませたい、喜ばせたい）

職員分析による児童の成長



職員分析による児童の成長

知識理解
地域住民との交流ができ、その方々の良さを知ることができた

様々な講師から多くの知識や考え方を得ることができた

情報収集

相手の話を聞いてメモする量が増えた
メモを活用した振り返りが深まった

講師などの専門家から学ぶことの良さに気づいた

技能

活用
自分のやりたいこと、やろうとすることを
経験から引き出せるようになった

計画性 見通し絵思って行動したり効率良く行動したりできるようになった

ICT
ロイロノートでのまとめや動画編集が手際よくできるようになった
（タブレットの活用）

表現
学んだことを自分の言葉で伝える力がついた
（発表・インタビュー・質疑応答）

話し合い 子供同士で意見を出し合えるようになった

プレゼン 発表（プレゼン）のスキルが向上した



職員分析による児童の成長

自己肯定感

「褒められたよ」とよく聞くようになった

アンプレの活動を楽しんでいる様子が伝わってきた

道徳性

思いやり 困っている人を助けたいという思いが高まった

郷土愛 吉田地域の自然や暮らしの良さに気づいた

アントレプレナーシップ教育による効果が確認できた



企画力

今までのものをなぞるだけでなく、新しく考える力や企画する力がついた

「もう少しやれる」と思えるようになった（アイディア・工夫・連携）

職員全体の企画力が高まった、新しい企画を受け入れられるようになった

活動の振り返を生かすことでさらに充実した活動にすることができた

計画性

計画を立てる力、先を見通す力、効率を上げる力

忙しいからこそ見通しをもって準備や練習をすることで余裕が生まれた

地域や関係機関から関わってもらうためには、早め早めの準備が必要であることが分
かった

交渉力
関係機関と交渉する力がついた（見通しを手て交渉を主導する力）

関係機関に活動の意図・構想・等の思いを伝え、イメージ通りの活動を実現する

職員分析による指導者の成長



職員分析による指導者の成長

連携・協力

他学年への関心が広がり、協力したいという気持ちが強くなった

他の職員のアドバイスや意見を求めるようになった

周囲との連携が全体を見る力を高めた（バランスを考えるようになった）

学び

様々なジャンルの方から話を聞くことで理解が深まった

今まで知らなかったことにも子どもと同じように興味を持って取り組めた

職員自身がアントレプレナーシップを高めた
（アントレプレナーシップ教育を学んだ）

作ったもの（掲示物、資料、作品、等）を様々な場面で活かせるようになった

学級経営力
子ども達をまとめられるようになった

子どもの気持ちを考え、意欲を引き出せるようになった



職員分析による指導者の成長

更なる意欲

地域の人との新しい繋がりがほしい

地域の取り組みについてもっと学びたい

他校との交流

保護者や地域住民との協力を更に深めたい

仕事量が増える
（ストレス） <

達成感(思い切り楽しんだ)
保護者や地域住民から褒められた
子どもの喜ぶ姿(成長)を見れた



まだまた子どもたちの挑戦は続きます

来年度の活動も楽しみです

ご清聴ありがとうございました。


